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キ
ル
や
経
験
が
重
要
だ
が
、
技
術
の

伝
承
な
ど
知
事
の
考
え
と
具
体
策
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
土
木
職
で
は
新
規
採
用
職
員
や

管
理
監
督
者
ら
の
各
層
に
応
じ
、

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
習
得
の
た

め
の
研
修
を
実
施
。
農
業
職
で
も

共
通
研
修
に
加
え
専
門
分
野
別
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
研
修
を
行

っ
て
い
る
。
業
務
を
通
じ
て
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
、
ス
キ
ル
を
職
員
間
で

共
有
、
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

必
要
。
研
修
で
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
講
師
を
務
め
る
な
ど
効
果
的
な

実
施
に
努
め
て
い
る
。紙の

教
科
書
の

内
容
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
「
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
」

の
活
用
状
況
と
普
及
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
昨
年
度
は
小
学
校
３
５
３
人
、

中
学
校
41
人
、
特
別
支
援
学
校
23
人

の
合
計
４
１
７
人
が
使
用
。
発
達
障

が
い
な
ど
で
通
常
の
教
科
書
で
は
読

む
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
に
と
っ

て
、
読
む
負
担
を
軽
減
し
、
内
容
の

理
解
に
集
中
で
き
る
こ
と
で
学
習
意

欲
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
１
人
１

台
の
端
末
整
備
を
踏
ま
え
、
改
め
て

市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校
に
対
し

て
普
及
と
活
用
を
促
す
。

胃
が
ん
予
防
の

た
め
の
ピ
ロ
リ

菌
除
去
が
慢
性

胃
炎
ま
で
保
険

適
用
と
な
っ
て
以
降
、
検
診
に
ピ
ロ

リ
菌
検
査
を
導
入
し
た
自
治
体
は
、

２
０
１
７
年
に
は
３
割
を
超
え
、
佐

賀
県
で
は
中
学
３
年
生
を
対
象
に
ピ

ロ
リ
菌
検
診
を
導
入
し
た
。
本
県
の

若
年
層
対
象
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
導
入

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　「
ピ
ロ
リ
菌
未
感
染
の
場
合
は

胃
が
ん
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
高

の
疲
労
等
を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

成
人
式
や
卒
業
、

入
学
、
入
社
な

ど
人
生
の
節
目

に
、
社
会
保
障

制
度
の
内
容
や
利
用
方
法
を
周
知
し

て
は
ど
う
か
。
所
見
を
伺
う
。

Ａ
　
議
員
の
ご
提
案
は
、
改
め
て
制

度
の
理
解
を
深
め
、
必
要
な
制
度
の

利
用
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
県
と

し
て
、
節
目
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
に
お
い
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る
社

会
保
障
制
度
を
検
討
し
、
そ
の
内
容

や
利
用
方
法
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
周
知

に
つ
い
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
県
内
の
市
町
村
や
高
校
、
大
学
、

企
業
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

災
害
に
対
応
で

き
る
力
を
身
に

付
け
た
世
界
で

活
躍
で
き
る
プ

ロ
育
成
の
た
め
、
県
立
高
校
に
防
災

に
関
す
る
学
科
・
コ
ー
ス
の
設
置
を

含
め
検
討
す
べ
き
。「
生
き
抜
く
力
」

を
育
む
防
災
教
育
の
進
展
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
　
防
災
教
育
担
当
教
員
に
毎
年
研

修
を
実
施
し
、
各
学
校
で
の
適
切
な

防
災
教
育
に
取
り
組
む
体
制
構
築
を

指
導
し
て
い
く
。
災
害
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
に
向
け
、
他
県
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
調
査
し
、
本
県
の

防
災
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
生
か

し
、
防
災
関
連
学
科
・
コ
ー
ス
設
置

の
ニ
ー
ズ
等
を
研
究
し
て
い
く
。

大
切
な
人
を
失

っ
た
方
を
支
え

る
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
に
つ
い
て
県

独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
周
知

や
相
談
窓
口
の
開
設
を
願
う
。
知
事

の
認
識
と
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ
　
大
切
な
人
を
失
っ
た
方
を
支
援

す
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
必
要
と
考
え

る
。
県
で
は
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
保
健
所
で
精
神
保
健
福
祉
相
談

を
実
施
し
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
方
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い

る
。
自
死
遺
族
の
た
め
の
相
談
支
援
、

支
援
者
研
修
会
の
実
施
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
周
知
し
て
い
く
。

「
こ
ど
も
ホ
ス
ピ

ス
」
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
知

事
の
見
解
は
。

福
岡
で
の
ニ
ー
ズ
調
査
実
施
に
よ
る

必
要
性
の
把
握
に
つ
い
て
の
考
え
を

問
う
と
と
も
に
、
開
設
に
向
け
た
支

援
の
検
討
を
求
め
る
。

Ａ
　
病
気
や
障
が
い
の
た
め
、
外
出

が
ま
ま
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に

様
々
な
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
う
え
で
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た
、
施
設
開

設
を
検
討
し
て
い
る
民
間
団
体
か
ら

具
体
的
な
計
画
を
聞
い
た
う
え
で
、

ニ
ー
ズ
も
含
め
、
意
見
交
換
し
た
い
。

林
業
従
事
者
を

確
保
す
る
う
え

で
、
労
働
環
境

の
改
善
が
必
要
。

県
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

Ａ
　
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
水
源
の

森
基
金
と
連
携
し
、
林
業
経
営
者
に

よ
る
労
働
環
境
改
善
を
支
援
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
労
災
事
故
防
止
へ

の
助
言
、
社
会
保
険
料
や
退
職
金
共

済
の
掛
け
金
の
一
部
助
成
、
今
年
度

い
」
と
し
つ
つ
も
、「
近
年
の
胃
が

ん
死
亡
者
数
の
減
少
は
ピ
ロ
リ
菌
除

菌
治
療
の
保
険
適
用
で
の
内
視
鏡
検

査
増
加
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
」
と

の
報
告
も
あ
る
。
国
の
議
論
を
踏
ま

え
、
先
行
す
る
他
県
の
実
施
状
況
、

効
果
を
調
査
し
、
今
後
の
対
策
を
検

討
す
る
。

実
態
調
査
や
社

会
実
験
を
積
極

的
に
実
施
し
、

デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
公
共
交
通
促
進
に
よ
る
地
域
活

性
化
や
健
康
増
進
、
交
通
手
段
の
確

保
な
ど
を
推
進
、
活
用
す
る
こ
と
で
、

県
や
市
町
村
の
計
画
策
定
を
実
効
性

の
高
い
も
の
と
す
べ
き
だ
が
、
知
事

の
見
解
を
問
う
。

Ａ
　
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に

よ
り
事
業
の
効
果
や
実
態
調
査
の
結

果
を
さ
ら
に
効
率
的
、
大
量
に
取
得

し
、
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
思
う
。
引
き
続
き
、
新
た
な
手
法

も
取
り
入
れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
計
画
の
策
定
、
施
策
を
進
め
て
い

く
。

分
断
と
対
立
の

時
代
と
言
わ
れ

る
今
、Ｈ
Ｓ
Ｐ（
と

て
も
敏
感
な
人
）

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
障
が
い
者
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
な
ど
少
数
者
に
配
慮

し
、
差
別
の
な
い
県
を
つ
く
る
た

め
人
権
立
県
・
福
岡
を
宣
言
す
べ

き
。

Ａ
　
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の

な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
目
指
し
、
人
権
施
策
を
推
進

し
て
い
る
。
基
本
的
人
権
の
尊
重

は
県
の
す
べ
て
の
施
策
の
基
本
で
、

現
在
策
定
中
の
次
期
総
合
計
画
で

も
人
権
尊
重
を
重
要
な
施
策
と
し

て
掲
げ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
あ

え
て
宣
言
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

真
政
会

真
政
会

職
員
の
在
宅
勤

務
の
経
験
を
生

か
し
て
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
、
働
き
方
改
革
を
一
層
進
め
る
契

機
に
す
べ
き
だ
。
庁
内
で
の
検
証
結

果
で
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
点
と
今

後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ
　
実
施
率
の
目
標
は
設
定
せ
ず
、

在
宅
勤
務
の
推
進
を
図
る
。
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
通
勤
時
間
や
業

務
へ
の
集
中
力
な
ど
効
果
が
あ
っ

た
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
な
ど
の
課
題
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
所
属
長
に
よ
る
適
切
な
業

務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
取
り
組
み
、
働
き
方

改
革
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
。

古川　忠
（福岡市早良区）

小河 誠嗣
（うきは市）

緑
友
会

緑
友
会

柿
栽
培
で
毎
年

の
よ
う
に
大
き

な
被
害
を
出
す

害
虫
フ
ジ
コ
ナ

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
。
県
試
験
場
と
農
薬

メ
ー
カ
ー
が
連
携
し
た
防
除
方
法
の

開
発
状
況
を
問
う
。

Ａ
　
国
や
農
薬
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し

て
人
工
的
に
合
成
し
た
フ
ェ
ロ
モ
ン

剤
を
栽
培
園
内
の
複
数
箇
所
に
配
置

し
、
雄
が
雌
に
た
ど
り
つ
き
に
く
く

す
る
こ
と
で
卵
の
数
を
減
ら
し
、
害

虫
の
密
度
を
低
下
さ
せ
て
い
く
試
験

で
は
、
大
き
な
効
果
を
確
認
済
み
。

環
境
へ
の
影
響
な
ど
農
薬
登
録
に
必

要
な
調
査
を
急
ぐ
よ
う
農
薬
メ
ー
カ

ー
に
働
き
か
け
、
県
も
効
果
的
使
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

部
活
動
が
地
域

部
活
動
に
移
行

し
た
際
に
、
教

員
が
「
兼
職
兼

業
」
で
地
域
部
活
動
に
参
画
す
る
こ

と
に
対
す
る
所
見
を
問
う
。

Ａ
　
休
日
の
地
域
部
活
動
へ
の
参
画

を
希
望
す
る
教
員
に
は
、
指
導
力
を

発
揮
で
き
る
機
会
に
な
り
、
指
導
者

不
足
の
状
況
に
あ
る
地
域
に
と
っ
て

も
指
導
者
確
保
の
一
助
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
教
員
本
来

の
職
務
遂
行
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
っ
て
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、

兼
職
兼
業
を
許
可
す
る
に
当
た
り
、

各
教
育
委
員
会
は
そ
の
教
員
の
心
身

松下 正治
（北九州市八幡西区）

公
明
党

公
明
党

社
会
基
盤
の
整

備
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
に
技

術
系
職
員
の
ス

西尾 耕治
（糟屋郡）

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

妊
娠
し
た
技
能

実
習
生
が
「
妊

娠
が
分
か
れ
ば

帰
国
さ
せ
ら
れ

る
」
と
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ま

ま
死
産
し
、
死
体
遺
棄
罪
に
問
わ

れ
る
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。
妊

娠
・
出
産
等
が
理
由
の
解
雇
や
不

利
益
取
り
扱
い
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
法
令
順
守
の
徹
底
が

必
要
。
在
留
資
格
が
な
い
外
国
人

も
出
産
が
無
料
と
な
る
入
院
助
産

制
度
の
本
県
で
の
利
用
は
な
く
、

制
度
の
周
知
と
相
談
体
制
の
充
実

を
求
め
る
。

Ａ
　
福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

で
相
談
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
監

理
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、
妊

娠
・
出
産
等
に
係
る
適
切
な
対
応
に

つ
い
て
周
知
を
図
る
。

 高瀬 菜穂子
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安部 弘彦
（遠賀郡）

大田 京子
（福岡市南区）

新井 富美子
（久留米市）

か
ら
は
酷
暑
手
当
や
空
調
服
購
入
に

助
成
。
久
留
米
市
内
の
資
源
活
用
研

究
セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
た
訓
練
施
設

を
活
用
し
、
安
全
な
伐
採
作
業
の
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
、
従
事
者
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

高橋 雅成
（福岡市博多区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

第４２号

中村 香月
（久留米市）

 永川 俊彦
（大牟田市）

 江口 善明
（久留米市）


